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１　背景
土浦市民は自分のまちについてどう感じているのだろうか。その一つの指標として愛着が考えられる。平成27年度市民満足度調査（以下満足度調査とする）からは、土浦市への愛着を持っていると回答した人は約65%という結果だった。隣のつくば市が80％であることを考えると決して高いとは言えない。
　そもそも愛着を持つことが良いことなのだろうか。鈴木・藤井（2008）によれば、地域に対する愛着を持つことが住民の協力行動（町内会活動やまちづくり活動など）を促す因果関係の存在が統計的に支持されている(論文Ⅰ)。また住民主体のまちづくりであることのメリットとしては、住民のニーズが反映されやすいことや、まちを住民の社会貢献の場として機能させることが可能なことが挙げられる。そもそも地域コミュニティの維持・管理には住民同士の協力や住民主体であることは必要不可欠だろう。これらの理由から、まちへの愛着を高めることには十分意義があると考えた。
2　 将来都市像
　住民のまちに対する愛着が、まちづくりへの積極的な住民参加を促す。また住民主体で参加することでさらにまちへの愛着へとつながるという図1のようなサイクルが生まれるだろう。このような好循環で「我がまち」と誇れるまちにすることを目標とする。今回私たちは愛着に着目した提案を行う。土浦市によって私たちの3つの提案を整備することで、このサイクルを回すきっかけとしたい。
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図1 将来都市像

3　 各提案の「5年後、20年後の展望」について
　5年後という数字は、土浦市の中心市街地活性化基本計画をはじめとした、中心地活性化マニュアルで規定されている事業スパンのおおよその目安である。20年後は世代交代などを考慮した本計画の全体の目標年次とする。
4　構想別の現状と提案
4.1 「土」構想
テーマ　『自然と触れ合い、学べる学校』
4.1.1　現状
新治地区ではとくに少子高齢化が進み、平成30年4月に新治中学校と周辺3つの小学校（山ノ荘小学校、斗利出小学校、藤沢小学校）が小中一貫校となるため統廃合を迎え、未利用校舎が生まれる。
満足度調査では、住民が思う土浦市の強みは「豊かな自然」「新鮮かつ豊富な食料」であることから、さらに強みを押し出していくために農業の維持・発展は重要であると思われる。しかし土浦市の農業従事者は全国同様に減少しており、農業従事者の高齢化も進んでいる。将来の農業世代には若年層を取り込んでいくことが重要だ。図2は市内の耕作放棄地の割合を示したものであるが、半分以上が新治にあることが分かる。


図2　農用地区域における耕作放棄地の割合

また次ページの図3は耕作放棄地となった理由を示したグラフである。「耕作不便」が2割である一方、「高齢化」「人手不足」という物理的に活用可能な耕作放棄地が合わせて5割以上あることが分かる。新治の耕作放棄地を所有する農家からは、「高齢のため農機具を扱いきれない」「タダでもいいから耕作してもらいたい」などの声が聞かれている（土浦市耕作放棄地解消計画より）。活用できる資源はあるが、それを活用できる人が不足しているという現状が分かった。

図3　耕作放棄地になった理由（土浦市全体）
4.1.2　提案　　　“農家の学校「にいはり」の開校”
現状で述べた、若年層の新規就農者を増やすことの重要性、耕作放棄地の有効活用という観点から、提案として旧校舎を活用した農家の学校「にいはり」を開校する。
[image: ]
図4　農家の学校 将来イメージ図（土構想）
主体の関係図は図5のようになっており、講師には地元の農家の方を招き、小学校には講義室など学びの場のほか、宿泊施設や周辺住民も気軽に立ち寄れるレストラン＆マルシェを併設する。農業体験には校内の畑の他に耕作放棄地も利用する。
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図5　農業の学校「にいはり」主体関係図
4.1.3　5年後の展望　
「にいはり」の卒業生で新しく農業を始める人が出てくること、それにより徐々に若い世代が増えてくることを予想する。それに対応して、新規就農者には耕作放棄地・空き家などを格安で提供し、農業を新しく始めるハードルを低くする。また将来は農家という道の他にも「にいはり」の講師やレストラン＆マルシェの運営側に携わるなどの雇用を生み出すことも提案できる。
4.1.4　20年後の展望
後継者不足が徐々に解消されていくこと、生徒や先生などの農業ネットワークが形成されていることが予想される。規模の拡大に応じて、土浦の他の地区でも農家の学校を実施しさらなる効果の拡大を図っていく。農家、参加者、NPOや周辺住民との交流を生み、交流が愛着へ繋がる（論文Ⅴ） 。
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図6　土構想まとめ
4.2　「浦」構想
テーマ　『近くて「近い」霞ヶ浦へ』
4.2.1　現状
満足度調査では土浦市の資源として「霞ヶ浦」を挙げる人が最も多かった。さらに施策の重要度を見てみると「湖や川をきれいにする対策」が55項目中6番目に高い結果となった。これらより、霞ヶ浦を身近に感じられる公園を人々が利用し、水質改善に向けて住民主体による活動が活発に行われるのではないかと考え既存の霞ヶ浦総合公園に着目した。
　霞ヶ浦総合公園は市内最大級の総合公園として様々なスポーツ施設やハス園など豊かな植生を楽しむことできる。しかし、霞ヶ浦沿いは大部分が立入禁止となっており、霞ヶ浦を間近で見渡せる場所はごく一部に限定されている。また、霞ヶ浦の水質は改善が見られない状態が続いている。
4.2.2　提案　　　“霞ヶ浦総合公園親水化計画”
霞ヶ浦における親水空間の形成のため、霞ヶ浦総合公園の湖畔にデッキを整備することを提案する。
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図7　デッキの設置場所
デッキは人工砂浜から水生植物園まで整備することにより、来園者の散策スポットとなる。通常時はキッチンカーを利用したオープンカフェとする。併せて水上ライブやビアガーデンなど様々なイベントも行われる場所としても機能させることにより、更なる人々の憩いの場を形成する。
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図8　デッキ 将来イメージ図
4.2.3　5年後の展望　
これらの施策によって霞ヶ浦への興味・関心が生まれ公園利用者の増加が見込まれる。これらの対策として土浦駅-総合公園間の路線バスの増便や、つくば霞ヶ浦りんりんロードの休憩所などとしての拠点化を推進していく。
4.2.3　20年後の展望
　イベント開催により住民の「行きつけの場所」となること、霞ヶ浦の水質浄化に対する興味・関心が高まっていくことを予想する。さらなる公園の利用促進や需要増加に応じて、おおつ野地区や他市への定期船を運航することもあるだろう。
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図9　浦構想まとめ
4.3　「街」構想
テーマ　『にぎわいで愛着のもてる商店街』
4.3.1　現状
中心市街地の活性化は、地域愛着の醸成にも肯定的な影響を及ぼしうるということが分かっている(論文Ⅱ)一方で、満足度調査において「中心市街地のにぎわい対策」や「駅前開発など中心市街地の整備」の項目は、重要度は高いものの、満足度は低いという結果を示した。
土浦駅から450mほどの場所にあるモール505は、かつては中心市街地の商業の中心としてにぎわったが、現在では空きテナントが増え、2Fの空き店舗率(=空き店舗数/総店舗数)は55.6％、3Fは50％と、フロアの半分以上が空き店舗となっていることが分かった。
4.3.2　提案　　“モール505リニューアル”
　商店街に期待される物理的機能として「おしゃれな雰囲気の
ある商店街」、「専門店や個性的な店のある商店街」、「ひと休み
できる場所のある商店街」といった項目が挙げられる(論文Ⅲ)。昭和60年代に建てられ、老朽化も進んでいるモール505においてにぎわいのある商店街を形成するために、既存の建物をリノベーションにより大型複合商業施設として整備することを提案する。
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図10　モール505リノベーション 将来イメージ図
1Fにはテクノロジーカフェや自転車カフェなどの「コンセプトカフェ街」を形成しつつ、市民に同じ趣味を持つ人との新たな交流を生む機会を与える。また「まちの駅」として観光案内所や休憩所、野菜の直売所、レンタサイクルなどを利用できる拠点を開設し、観光客と住民の交流の場とする。さらに、「お試し店舗」のスペースを設ける。これは好きな日の好きな時間帯でライフスタイルに合わせたお試し起業ができるというもので、住民が参加しやすい商店街づくりを促す。
4.3.3　5年後の展望　
個性的なお店に住民が集まること、観光案内所を通じて駅から歴史の小径までの中継拠点となり観光客の動線が作られていくことなどが予想される。また、人の目のある安全な場所として周辺の子供の遊び場にもなっていくだろう。イベントを通じた交流の機会も増えていくと思われる。
4.3.4　20年後の展望　
モール505はかつてのように街の中心として栄え、住民と観光客でにぎわう拠点になると予想する。住民主体で行われるイベント企画も増えていく。かつて親に連れられてモール505を訪れていた世代がこの頃には親世代となり、我が子を連れてモール505を訪れるという光景も見ることができるようになるであろう。
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図11　街構想まとめ
5　まとめ
　以上の提案を通して、土(農家の学校)・浦(霞ヶ浦総合公園)・街(モール505)が愛着形成の拠点となり、そこで生まれた愛着が住民の主体的な行動を喚起し、それがまた愛着につながる
というサイクルが完成することで、「我がまち」といった意識が醸成されていくだろう。
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図12　我がまち形成のアプローチ
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